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抄録 本研究では、再処理工程で得られる核分裂生成物の白金族合金(Mo-Ru-Rh-Pd)を水素低減触媒として

有効利用することを目的としている。そのためには、模擬粒子を作製し、触媒機能を評価する必要がある。

触媒機能は粒の形や大きさに影響するため、実機に近づける必要がある。そこで、白金族合金の代替材料と

して硝酸銀を水溶媒に溶かし還元させて銀粒子を取り出す液相法を検討した。 
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1. 緒言  

使用済燃料の再処理において不溶解残渣の主成分として白金族合金が得られる。模擬白金族元素の触媒機

能の向上のためには、粒径を小さくして表面積を増加させることが有用である。先行研究ではバルク状試料

を作り、機械的粉砕することにより、微細化を図った[1]。しかし、この手法では実機の不溶解残渣の粒径が

数十 nm～数 μm のものとは違い、粒径が数 μm～数十 μm 程度までしか加工できない。また、試料表面も実

機の球面と異なり乱れている。そこで、溶液中で模擬白金族合金のナノ粒子を作製する方法を模索する。固

溶体の合金を溶液中で作るためには各元素イオンの還元を一定にする必要がある[2]。そこで、白金族合金で

実験をする前に、比較的ナノ粒子が得やすい硝酸銀を用いて作製方法や評価方法についての知見を得ること

を目的とした。 

2. 実験方法 

ナノ粒子の作製方法は固体のまま粉砕する固相法、物質を気化させて発

生した蒸気を冷却する気相法および液中に溶けた物質を化学反応で核を形

成・成長させる液相法がある。固相法では粒子径を小さくしづらく、また

砕かれた粒子内部に残留応力が生じ、その結果粒子がさらに粗くなる。そ

こで、今回の実験では液相法を用いて粒子を作製した。液相法では金属を

溶液中に溶解するため、粒子を取り出すには還元剤を加える必要がある。

溶液中では表面エネルギーが高くなり、凝集してしまうため保護剤を加え

て分散させる。ここでは硫酸鉄溶液を還元剤として、くえん酸三ナトリウ

ム溶液を保護剤として用い、2つの溶液を混合して硝酸銀溶液を添加し、銀

粒子溶液を作製した。図 1 に今回作製した試料のフローチャートを示して

いる。また、各実験操作①②③で溶液を取り出し、乾燥させたものを試料

としている。 

3. 結果・考察 

図 2 は図 1 の実験操作での水中分散後③を乾燥させ、粉体にしたもの

を SEM観察したものである。粒径が 1～2µm程度の銀粒子が得られた。

また、還元反応後①、遠心分離洗浄後②、水中分散後③での銀粒子の化

学状態を調べるために、放射光を用いた EXAFS 分析を行った。詳しい

結果については発表の際にお伝えする。今後はナノ粒子の作製方法を検

討するとともに白金族合金の模擬粒子作製に着手し、使用済み燃料にお

けるナノ粒子の製造過程を考察していく予定である。 
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図 1 実験操作のフローチャート 

図 2 水中分散後③の SEM像 
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